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○
内

閣

府
、
財

務

省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省

令
第

号

事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
六
年
法
律
第
五
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
及
び
同
項
第
二
号
、
第
二
項
並

び
に
第
四
項
、
第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
二
百
三
十
三
条
第
一
号
、
第
二
百
三
十
四
条
、
第
二
百

三
十
八
条
並
び
に
第
二
百
四
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

主
務
省
令
で
定
め
る
契
約
等
を
定
め
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年

月

日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

経
済
産
業
大
臣

武
藤

容
治

事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
契
約
等
を
定
め
る
命
令

（
個
人
保
証
等
の
制
限
）

第
一
条

事
業
性
融
資
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
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め
る
契
約
は
、
特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
条

に
お
い
て
同
じ
。
）
を
保
証
す
る
保
証
契
約
で
あ
っ
て
保
証
人
が
法
人
で
あ
る
も
の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

当
該
保
証
人
が
次
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
（
当
該
求
償
権
に
係
る
債
務
の
他

の
連
帯
債
務
者
が
負
担
す
る
連
帯
債
務
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
連
帯
債
務
で
あ
る
も
の
（
当
該
求

償
権
に
係
る
債
務
の
連
帯
債
務
者
の
全
員
が
法
人
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
） 

イ 

当
該
保
証
契
約
の
主
た
る
債
務
者 

ロ 

特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
の
連
帯
債
務
者
（
イ
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
） 

ハ 

当
該
特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
を
保
証
す
る
他
の
保
証
人 

二 

当
該
保
証
人
が
前
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
保
証
契
約

が
締
結
さ
れ
て
い
る
も
の
（
当
該
保
証
契
約
に
係
る
保
証
人
の
全
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
） 

三 

当
該
保
証
人
が
第
一
号
ロ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
を
担
保
す
る
生
活
資
産
担
保
権

（
質
権
、
抵
当
権
そ
の
他
の
担
保
権
で
あ
っ
て
、
法
人
で
な
い
者
の
所
有
に
属
す
る
財
産
の
う
ち
当
該
者
が
当
該
担
保
権

の
設
定
時
に
お
い
て
生
活
の
本
拠
と
し
て
使
用
し
て
い
る
不
動
産
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
生
活
の
用
に
供
す
る
資
産
で
次
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項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る

も
の 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
に
準
ず
る
契
約
で
あ
っ
て
、
法
人
で
な
い
者
に
対
す
る
求
償
権
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
又
は
求
償

権
に
係
る
債
務
を
担
保
す
る
生
活
資
産
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も
の 

２ 

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。 

一 

特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
を
担
保
す
る
質
権
、
抵
当
権
そ
の
他
の
担
保
権
の
設
定
時
に
お
い
て
、
当
該
担
保
権
の

設
定
者
が
主
と
し
て
生
活
の
用
に
供
す
る
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条

第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。
）
及
び
原
動
機
付
自
転
車
（
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う

。
） 

二 

差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
産 

３ 

法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
が
連
帯
債
務
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
き
と
す
る
。 

一 

連
帯
債
務
者
の
一
人
が
他
の
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
が
連
帯
債
務
で
あ
る
と
き
（
当
該
連
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帯
債
務
の
連
帯
債
務
者
の
全
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

二 
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
他
の
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
を
主
た
る
債
務
と
す
る
保
証
契
約
が

締
結
さ
れ
て
い
る
と
き
（
当
該
保
証
契
約
に
係
る
保
証
人
の
全
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

三 

連
帯
債
務
者
の
一
人
が
他
の
連
帯
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
求
償
権
に
係
る
債
務
を
担
保
す
る
生
活
資
産
担
保
権
が
設

定
さ
れ
て
い
る
と
き
。 

四 

前
三
号
に
掲
げ
る
と
き
に
準
ず
る
と
き
で
あ
っ
て
、
法
人
で
な
い
者
に
対
す
る
求
償
権
を
生
じ
さ
せ
る
と
き
又
は
求
償

権
に
係
る
債
務
を
担
保
す
る
生
活
資
産
担
保
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
き
。 

第
二
条 

法
第
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
主
務
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る

。 一 

法
第
十
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
個
人
保
証
契
約
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
保
証
契
約
等
」
と
い
う
。
）
の

締
結
時
に
お
い
て
、
当
該
個
人
保
証
契
約
等
の
保
証
人
、
生
活
資
産
担
保
権
の
設
定
者
又
は
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定

す
る
債
務
者
以
外
の
連
帯
債
務
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
個
人
保
証
人
等
」
と
い
う
。
）
が
債
務
者
の
役
員
（
取
締

役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
を
い
い
、
相
談
役
、
顧
問
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
を
問
わ
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ず
、
法
人
に
対
し
取
締
役
、
執
行
役
又
は
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
同
等
以
上
の
支
配
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
者

を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。 

イ 
債
務
者
が
、
特
定
被
担
保
債
権
者
に
対
し
て
、
特
定
被
担
保
債
権
者
の
要
求
に
応
じ
て
事
業
及
び
財
産
の
状
況
を
報

告
す
る
義
務
そ
の
他
の
事
業
及
び
財
産
の
状
況
を
適
時
に
開
示
す
る
義
務
を
約
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
違
反
し
た
こ
と
が

、
当
該
個
人
保
証
契
約
等
の
停
止
条
件
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
が
当
該
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
（
債

務
者
が
、
特
定
被
担
保
債
権
者
に
開
示
し
た
事
項
の
内
容
が
虚
偽
で
あ
り
又
は
欠
け
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
か
つ
、

相
当
な
注
意
を
用
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
を
除
く
。
）
。 

ロ 

債
務
者
又
は
個
人
保
証
人
等
が
、
債
務
者
の
事
業
及
び
財
産
を
毀
損
す
る
行
為
そ
の
他
の
債
務
者
の
事
業
の
適
正
な

運
営
に
支
障
を
来
し
、
又
は
来
す
お
そ
れ
が
あ
る
行
為
と
し
て
個
人
保
証
人
等
と
特
定
被
担
保
債
権
者
と
の
間
で
合
意

し
た
行
為
を
、
特
定
被
担
保
債
権
者
の
同
意
を
得
な
い
で
行
っ
た
こ
と
が
、
当
該
個
人
保
証
契
約
の
停
止
条
件
と
さ
れ

て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
又
は
当
該
個
人
保
証
人
等
が
当
該
行
為
を
行
っ
た
こ
と
。 

二 

個
人
保
証
契
約
等
（
当
該
個
人
保
証
契
約
等
の
締
結
時
に
お
い
て
個
人
保
証
人
等
が
債
務
者
の
役
員
で
あ
る
場
合
の
も

の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
特
定
被
担
保
債
権
者
が
当
該
個
人
保
証
契
約
等
に
係
る
債
務
の
履
行
を
請
求
し
た
時
点
に
お
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い
て
、
債
務
者
が
誠
実
業
務
執
行
要
件
（
次
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
つ
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
る
場
合
で

あ
っ
て
、
か
つ
、
当
該
合
意
に
違
反
し
て
い
な
い
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
を
解
除
条
件
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
誠
実
業
務
執
行
要
件
の
ほ
か
、
当
該
個
人
保
証
契
約
等
に
お
い

て
合
意
さ
れ
た
要
件
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
誠
実
業
務
執
行
要
件
又
は
当
該
合
意
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
解

除
条
件
と
す
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
）
。 

イ 

債
務
者
が
、
事
業
及
び
財
産
の
状
況
を
開
示
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
と
し
て
特
定
被
担
保
債
権
者
と
合
意
し
た
資

料
を
合
理
的
な
方
法
に
よ
り
提
出
し
て
い
る
こ
と
。 

ロ 

債
務
者
が
、
債
務
者
に
属
す
べ
き
重
要
な
動
産
、
不
動
産
、
債
権
そ
の
他
の
財
産
と
し
て
特
定
被
担
保
債
権
者
と
合

意
し
た
財
産
が
債
務
者
に
属
し
て
い
る
こ
と
。 

三 

特
定
被
担
保
債
権
に
係
る
債
務
（
債
務
者
以
外
の
連
帯
債
務
者
が
負
担
す
る
連
帯
債
務
を
含
む
。
）
を
保
証
す
る
保
証

契
約
（
保
証
人
が
法
人
の
み
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
保
証
人
が
、
特
定
被
担
保
債
権
者
に
対
し
、
当
該
保
証
契
約
が

個
人
保
証
契
約
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
こ
と
そ
の
他
の
特
定
被
担
保
債
権
者
に
お
い
て
当
該
保
証
契
約
が
個

人
保
証
契
約
等
に
該
当
し
な
い
と
信
ず
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
。 



  

7 

四 

法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
債
務
者
以
外
の
連
帯
債
務
者
が
、
特
定
被
担
保
債
権
者
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す
る

連
帯
債
務
に
係
る
契
約
が
個
人
保
証
契
約
等
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
た
こ
と
そ
の
他
の
特
定
被
担
保
債
権
者
に
お

い
て
当
該
連
帯
債
務
に
係
る
契
約
が
個
人
保
証
契
約
等
に
該
当
し
な
い
と
信
ず
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
こ
と
。 

（
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
） 

第
三
条 

主
務
大
臣
は
、
法
第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
を
し
た
者
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も

適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

基
本
方
針
に
適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。 

二 

人
的
構
成
に
照
ら
し
て
、
事
業
性
融
資
推
進
支
援
業
務
（
法
第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
業
性
融
資
推
進

支
援
業
務
を
い
う
。
次
条
及
び
第
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
経

験
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 

２ 

法
第
二
百
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
一
に
よ
る
申
請
書
に
、
法
第
二
百

三
十
三
条
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
て
、
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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（
名
称
等
の
変
更
の
届
出
） 

第
四
条 

認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
（
法
第
二
百
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
を

い
う
。
第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
九
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
法
第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
届
出
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
性
融
資
推
進

支
援
業
務
の
実
施
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
届
出
書
の
提
出
に
代
え
て
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る
方
法
に

よ
り
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
軽
微
な
変
更
） 

第
五
条 

法
第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
は
、
事
業
性
融
資
推
進
支
援
業
務
の
内
容
の
実
質

的
な
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
と
す
る
。 

（
法
第
二
百
三
十
三
条
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
） 

第
六
条 

法
第
二
百
三
十
三
条
第
一
号
の
主
務
省
令
で
定
め
る
法
人
は
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号

）
第
二
条
第
二
項
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
る
法
人
又
は
特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設

立
行
為
を
も
っ
て
設
立
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
法
人
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
法
人
と
す
る
。 
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（
廃
止
の
届
出
） 

第
七
条 

認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
は
、
法
第
二
百
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
様
式

第
三
に
よ
る
届
出
書
を
主
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
支
援
対
象
事
業
者
に
対
す
る
説
明
を
行
っ
た
こ
と
を
証
す
る
情
報
の
提
供
等
） 

第
八
条 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
か
ら
支
援
対
象
事
業
者
（
法
第
二
百
三
十
二

条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
支
援
対
象
事
業
者
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
情
報
の
提
供
は
、
次
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
又
は
電
磁
的
記
録
（
法
第
九
条
第
四
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
次
項
及
び

次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
提
供
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
行
っ
た
説
明
の
内
容 

二 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
っ
た
年
月
日 

２ 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
支
援
対
象
事
業
者
か
ら
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
に
対
す
る
情
報
の
提
供
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
又
は
電
磁
的
記
録
の
提
供
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
っ
た
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
の
名
称 
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二 

前
号
の
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
と
の
間
で
法
第
二
百
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
た
年
月
日 

三 
第
一
号
の
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
か
ら
法
第
二
百
三
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
を

証
す
る
情
報 

（
企
業
価
値
担
保
権
信
託
会
社
に
対
す
る
情
報
の
提
供
） 

第
九
条 

法
第
二
百
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
又
は
電
磁
的
記
録

の
提
供
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

法
第
二
百
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
っ
た
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
の
名
称 

二 

前
号
の
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
と
の
間
で
法
第
二
百
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
契
約
を
締
結
し
た
年
月
日 

三 

第
一
号
の
認
定
事
業
性
融
資
推
進
支
援
機
関
か
ら
法
第
二
百
三
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
を

証
す
る
情
報 

附 

則 

こ
の
命
令
は
、
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



様式第１（第３条第２項関係） 

（日本産業規格Ａ４） 
 
 

認定申請書 

 

    年  月  日 

主務大臣  殿 

 

住 所 

法人の名称 

代表者の氏名 

 

事業性融資の推進等に関する法律（（下「法法 という。）第 232 条

第１項の規定により、同条第２項の認定事業性融資推進支援機関と

しての認定を受けたいので、別添書類を添えて申請いたします。 

 

１ 主たる事務所の所在地 

２ 事業性融資推進支援業務に関する事項 

⑴ 事業性融資推進支援業務の内容 

⑵ 事業性融資推進支援業務の実施体制 

 

（添付書類） 

１ 法第 233 条各号に該当しないことを証する書類 

２ 第３条第１項第２号に掲げる要件に適合することを証する書類 
 

  



様式第２（第４条関係） 

（日本産業規格Ａ４） 
 

変更届出書 

 

    年  月  日 

主務大臣 殿 

 

住 所 

法人の名称 

代表者の氏名 

 

事業性融資の推進等に関する法律第232条第４項の規定に基づき、

「記のとおり届け出ます。 

 

記 

１ 変更事項 

（変更前） 

 

 

（変更後） 

 

 

２ 変更年月日 

 

 

３ 変更理由 
  



様式第３（第７条関係） 

（日本産業規格Ａ４） 
 

廃止届出書 

 

    年  月  日 

主務大臣 殿 

 

住 所 

法人の名称 

代表者の氏名 

 

認定に係る業務を廃止するので、事業性融資の推進等に関する法

律第 234 条の規定により、「記のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１ 廃止しようとする年月日 

 

２ 廃止の理由 
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